


　芸術支援研究の拡がり 
教育と社会における実践 

 
　本展示では、筑波大学芸術５０周年記念企画の一環として、教育と社会において展開される芸術支援の
取り組みを本学出身の実践者・研究者によるパネルと資料で紹介します。 
　芸術支援は、かつての筑波大学大学院博士課程芸術学研究科（5年一貫制、1976年創設）における「美
術論」「芸術教育学」の教育・研究領域にその淵源があります。2003年には芸術専門学群に「特別カリキュ
ラム芸術支援学」が誕生、現在では学群と大学院芸術学学位プログラムに、「芸術支援領域」として位置
づけられています。 
　本展示の出展者には、主に芸術支援領域の卒業生・修了生や連携する研究者を迎え、社会の様々な現場
に拡がる実践と研究の現在を示すことを目指しました。 
　本展示を契機に、次の世代に向けて、新たなる発展への発想や連携をつなくことができればと願ってお
ります。 
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高校生によるアートライティングの言語的特性　 
指示詞と体言止めによる体験共有への志向をめぐって

直江俊雄 筑波大学教授 芸術的行為としての教育実践

吉田奈穂子 筑波大学助教 シュタイナー学校における造形教育に関する研究とその応用

吉田奈穂子 筑波大学助教 芸術支援活動の意義 ―夏休みアート・マルシェの取り組みから―

中川三千代 筑波大学研究員 1920年代日本の地方都市におけるフランス美術展の展開
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向けブックレットの開発・配布の取り組み
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美術科教育と地域美術館活動を両立させるアーティスト・イン・スクール事業 
―地域行政組織に属するコーディネーターの視点から―（博士論文概要）
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市川寛也 金ケ崎芸術大学校代表 社会に開かれた美術教育実践に向けて～「図工のあるまち」を中心に～

市川寛也 群馬大学准教授 私の実践技法―《放課後の学校クラブ》をふりかえる
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アート、労働、ジェンダーの問題を考える 
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医療現場で展開される芸術支援 
 ―筑波大学附属病院アートコーディネーターの実践事例―

廖　曦彤 山形大学講師 福島県「アートで広げる子どもの未来プロジェクト」におけるワークショップ実践
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